
(57)【要約】

【課題】弁ａと弁ｃと弁ｄと弁ｂを用いた、４サイクル

ガソリンエンジン、６サイクルガソリンエンジンにおい

て、圧縮工程の時、筒内（シリンダーの中。）にある本

当の混合気の量を、低回転時よりも高回転時の方が、多

くなる方法を得る（弁ａと弁ｃと弁ｄと弁ｂは、明細書

の符号の説明を参照のこと。）。

【解決手段】弁ａに対して、弁ｂの大きさを小さくする

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 混 合 気 の 吸 気 弁 に 対 し て 、 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 の
大 き さ を 、 小 さ く す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 、 ピ ス ト ン
バ ル ブ 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ
る 、 弁 、 気 口 の 対 策 （ 平 成 ７ 年 特 許 願 第 ３ ４ ９ ９ ２ １ 号 ） 。 〕 の 中 の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気
弁 （ 混 合 気 の 吸 気 弁 。 ） と 、 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 の
、 大 き さ に 関 す る （ 以 後 、 混 合 気 の 吸 気 弁 は 、 弁 ａ 、 で あ り 、 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開
き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 は 、 弁 ｂ 、 で あ る 。 ） 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 は 、 弁 ａ に 対 し て 弁 ｂ の 大 き さ の 、 考 え は 無 か っ た 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 、 弁 ｂ を 用 い た 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に
お い て 、 低 回 転 時 よ り も 高 回 時 の 方 を 圧 縮 工 程 の 時 、 筒 内 （ シ リ ン ダ ー の 中 。 ） に あ る 本
当 の 混 合 気 の 量 を 多 く す る 方 法 は な い か 、 と 言 う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 低 回 転 時 よ り も 高 回 転 時 の 方 を 、 筒 内 に あ る 本 当 の 混 合 気 の 量 を 多 く し 、 低
回 転 時 に は 、 燃 焼 効 率 重 視 、 高 回 転 時 に は 、 パ ワ ー 重 視 の エ ン ジ ン を 得 る 事 を 目 的 と し て
い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 弁 ａ に 対 し て 弁 ｂ の 大 き さ を 、 小 さ く す る 。
【 作 用 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 弁 ａ に 対 し て 、 弁 ｂ の 大 き さ を 小 さ く す る 事 に よ り 、 圧 縮 工 程 の 時 、 混 合 気 は 、 低 回 転
時 に は 、 弁 ｂ か ら 排 気 さ れ 、 高 回 転 時 に は 、 弁 ｂ か ら の 排 気 に 付 い て 行 け な く な り （ 低 回
転 時 、 高 回 転 時 と 、 ど ち ら も 、 圧 縮 工 程 の 時 、 混 合 気 は 、 弁 ｂ か ら 排 気 さ れ る が 、 低 回 転
時 に 比 べ て 高 回 転 時 の 方 が 、 弁 ｂ の 排 気 時 間 が 短 か い の と 、 弁 ａ に 対 し て 弁 ｂ が 小 さ い の
で 、 混 合 気 の 入 出 量 が 小 さ い た め 。 ） 、 低 回 転 時 よ り も 高 回 転 時 の 方 が 、 圧 縮 工 程 の 時 、
筒 内 に あ る 本 当 の 混 合 気 の 量 が 、 多 く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に も と づ き 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て は 、 弁 ａ に 対 し て 弁 ｂ の 大 き さ を 小 さ く し た 事 の 実 施 例 を 示 す 、 ピ ス ト ン
バ ル ブ を 用 い た ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 、 弁 ａ と 、 排 気 弁 と 、 吸 気 工 程 の 時 、 上 死
点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 と 、 弁 ｂ の 配 置 を 示 す 、 横 断 面 図 で あ る （ 以 後 、 排 気 弁 は 、 弁
ｃ 、 で あ り 、 吸 気 工 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 は 、 弁 ｄ 、 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ３ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 １ を 、 断 面 Ａ － Ａ の 方 向 か ら 見 た と 仮 定 し た 、 圧
縮 工 程 の 時 の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ２ 、 図 ３ は 、
　 図 ２ 　 圧 縮 工 程 （ 低 回 転 時 ）
　 弁 ａ と 弁 ｃ と 弁 ｄ は 閉 じ 、 弁 ｂ は 開 い て い る （ 混 合 気 は 、 弁 ｂ か ら 排 気 さ れ る 時 の 抵 抗

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-61394 A 2005.3.10



が 少 な く 、 高 回 転 時 よ り も 多 く 排 気 さ れ る 。 ） 。
　 図 ３ 　 圧 縮 工 程 （ 高 回 転 時 ）
　 弁 ａ と 弁 ｂ と 弁 ｄ は 閉 じ 、 弁 ｂ は 開 い て い る （ 混 合 気 は 、 弁 ｂ か ら 排 気 さ れ る 時 の 抵 抗
が 多 き く 、 低 回 転 時 よ り も 少 な く 排 気 さ れ る 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 ピ ス ト ン バ ル ブ を 用 い た ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 上 記 条 件 時 の 図 は 描 か
れ て い な い が 、 弁 ａ に 対 し て 、 弁 ｂ の 大 き さ を 小 さ く し た 時 の 、 圧 縮 工 程 （ 高 回 転 時 、 低
回 転 時 。 ） の 時 の 混 合 気 の 流 れ は 同 じ な の で 、 こ こ で は 省 く 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 ピ ス ト ン バ ル ブ を 用 い た ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 （
空 気 の 吸 気 工 程 ） も 、 空 気 専 用 の 吸 気 弁 を 、 ピ ス ト ン バ ル ブ を 用 い た ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン
エ ン ジ ン に 取 り 付 け れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 弁 ｂ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 対 策 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過
ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る （ 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 気 圧 が １ 以 下 に な り 、 ク ラ ン ク ・ シ
ャ フ ト を 回 転 さ せ る 事 の 抵 抗 に な る こ と 。 ） 前 に 開 き 、 下 死 点 で 閉 じ る 弁 は 、 ４ サ イ ク ル
ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 該 弁 を 取 り 付 け れ ば 良 い し 、
６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 空 気 専 用 の 吸 気 弁 と 該 弁 を 兼 用 す れ は 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し 、 こ こ で 言 う 発 明 は 、 弁 ａ に 対 し て 弁 ｂ の 大 き さ を 小 さ く し 、 低 回 転 時 よ り も 高
回 転 時 の 方 を 、 圧 縮 工 程 の 時 、 筒 内 に あ る 本 当 の 混 合 気 の 量 を 、 多 く す る 事 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る 様 な 効 果 を 奏 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 弁 ａ に 対 し て 弁 ｂ の 大 き さ を 小 さ く す る 事 に 因 り 、 低 回 転 時 よ り も 高 回 転 時 の 方 が 、 圧
縮 工 程 の 時 、 筒 内 に あ る 本 当 の 混 合 気 の 量 が 多 く な り 、 低 回 転 時 に は 、 燃 焼 効 率 重 視 、 高
回 転 時 に は 、 パ ワ ー 重 視 の エ ン ジ ン が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 動 力 に は な ら な い が 、 弁 ａ に 対 し て 弁 ｂ の 大 き さ を 小 さ く す る 事 に 因 り 、 低 回 転
時 よ り も 高 回 転 時 の 方 が 、 圧 縮 工 程 の 時 、 筒 内 に あ る 本 当 の 混 合 気 の 量 が 多 く な り （ 燃 料
の 消 費 が 多 く な る と 言 う 事 は 、 空 気 中 へ の 異 物 の 拡 散 、 解 媒 へ の 有 害 物 質 の 蓄 積 が 多 く な
る 事 に も つ な が る 。 ） 、 低 回 転 時 に は 、 低 公 害 重 視 の エ ン ジ ン も 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 　 ピ ス ト ン バ ル ブ を 用 い た ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 弁 ａ と 弁 ｃ と 弁 ｄ と
弁 ｂ と プ ラ グ の 配 置 の 実 施 例 を 示 す 、 横 断 面 図 で あ る （ 弁 ａ と 弁 ｃ と 弁 ｄ と 弁 ｂ は 、 符 号
の 説 明 を 参 照 の 事 。 ） 。
【 図 ２ 】 　 図 １ を 、 断 面 Ａ － Ａ の 方 向 か ら 見 た と 仮 定 し た 圧 縮 工 程 の 時 の 実 施 例 を 示 す 、
縦 断 面 図 で あ る （ 低 回 転 時 ） 。
【 図 ３ 】 　 図 １ を 、 断 面 Ａ － Ａ の 方 向 か ら 見 た と 仮 定 し た 圧 縮 工 程 の 時 の 実 施 例 を 示 す 、
縦 断 面 図 で あ る （ 高 回 転 時 ） 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 混 合 気 の 吸 気 弁 （ 弁 ａ ）
２ 　 排 気 弁 （ 弁 ｃ ）
３ 　 吸 気 工 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 （ 弁 ｄ ）
４ 　 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 （ 弁 ｂ ）
５ 　 プ ラ グ
６ 　 気 化 器
７ 　 吸 気 管
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８ 　 排 気 管
９ 　 何 も 無 い 空 間 （ 混 合 気 が 一 時 停 滞 す る 所 。 ）
１ ０ 　 ピ ス ト ン
１ １ 　 何 も 無 い 空 間 か ら 弁 ｄ へ の 通 路 （ 管 ）
１ ２ 　 弁 ｂ か ら 何 も 無 い 空 間 へ の 通 路 （ 管 ）
弁 ａ 　 混 合 気 の 吸 気 弁
弁 ｂ 　 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁
弁 ｃ 　 排 気 弁
弁 ｄ 　 吸 気 工 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁
Ａ － Ａ 　 断 面 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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